
 

 

 

 

 

 

 

 現在 2023年度版コミュニティ・スクール啓発資料「明石のコミュニティ・スクール」を作成中

です。その中で大正大浦崎教授が埼玉教育の巻頭言で書かれた“高校教育改革の要諦は「世界

観」の転換にあり”という論文に出会いました。「今回の学習指導要領改訂で、いよいよ逃げ切

れなくなったことがある。それは、教職員に限らず、私たち大人が自身の世界観をアップデート

することだ。」という書き出しで始まっており、今回の学習指導要領の改訂である学びの転換に

ついてわかりやすく書かれています。   

（ここからダウンロードできます→https://www.center.spec.ed.jp/wysiwyg/file/download/128/1499） 

 その中で学びの世界観のアップ-デートとして、“これまで”と“これから”として観点ごとに

学びの世界観の転換をまとめられています。 
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この表をベースに修正したものを「明石のコミュニティ・スクール」に使わせていただこうと

考えていますが、この表で一度ご自身の世界観がどうなのかを見てみるのも面白いかもしれない

ですね。 

 そんなことを考えているときに、「komikomisukusuku No.207」での ChatGpt の情報について

の感想と新たな情報を頂きました。 

 その中で Wedge ONLINE に掲載された冷泉彰彦氏の“ChatGPTが変える世界 日本人が考えるべき

５つのこと”記事の中に次のようなことが書かれています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

皆さんはどうお感じになられますか。 

 「今回の学習指導要領改訂で、いよいよ逃げ切れなくなったことがある。それは、教職員に限

らず、私たち大人が自身の世界観をアップデートすることだ。」と浦崎教授の書き出しを紹介さ

せていただきましたが、これまで以上に社会の変化のスピードが増していくことは誰もが想像で

きると思います。これからの時代、学びの世界観を最新の世界観に更新していくことが求められ

ていくのも想像できると思います。ひょっとしたら、もうすでに表にある“これから”よりも進

んだ世界観への転換が始まっているかもしれません。もし、学校がその変化に対応できなけれ

ば・・・。それだけに浦崎教授の「今回の学習指導要領改訂で、いよいよ逃げ切れなくなったこ

とがある。それは、教職員に限らず、私たち大人が自身の世界観をアップデートすることだ。」

という言葉の重みを感じられるのではと思います。子どもの成長にとって “大人のあり方”が大

きく左右するヒデュンカ

リキュラムとして考えた

とき、なぜ今「社会に開

かれた教育課程」なのか

が見えてくるのではと思

います。子どもの成長に

大きく影響する教師の主

体性、探究性、協働性、

社会性が問われているの

ではと感じます。アップ

デートに向け、学びの世

界観についての対話をし

てみるのはいかかです

か？ （文責：北本） 

日本は、1980年代には一億総中流を誇っていたが、裏返すと一億総実務、一億総事務員、

という人材育成が主となっていた。そのために、ビジネスの枠組みの変革、より高度な付加

価値の追求ができずに、先進国の経済から滑り落ちそうになっている。 

 AIの実用化は、更にそうした「反復可能な中付加価値の創造」しかできない 

日本人を、世界の労働力市場から脱落させかねない。AIが日本の教育に突きつ 

けている問題は、実は根深く深刻なのだ。 

（Wedge ONLINE：冷泉彰彦の「ニッポンよ、大志を抱け」2023/4/9号より引用）  

 https://wedge.ismedia.jp/articles/-/29937 

 

社会に開かれた教育課程 

経済産業省「学びの土壌」の見える化・マネジメントより参照。一部修正 
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